
.,012 ． 
育
英
会
だ
よ
り
ん

一一一冬一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

第 144号年 7月 1日

グラフ 2
0
1
2年
度

第
1
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

（平成24) 

5
月
初
日
、

『
2

0
1
2
年
度
第
1

回
理
事
会
』
が
東
京

・
千
代
田
区
の
コ

ー
プ
ピ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

冒
頭
、
鈴
木
俊

一
理
事
長
が
開
会
の
挨

拶
に
立
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
育
英
事
業
を

ご
支
援
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
上
で
、
「
東
日
本
大
震
災
発
生

か
ら
1
年
2
カ
月
経
過
し
た
が
、
被
災

地
で
は
未
解
決
の
課
題
も
多
く
、
復
興

へ
の
さ
ら
な
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
会
で
は
、
大
震
災
で
犠
牲
と
な

ら
れ
た
漁
業
者
や
漁
協
職
員
の
遺
児
を

昨
年
5
月
に
育
英
事
業
の
対
象
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
被
災
地
の
漁
連

・
漁

協
や
教
育
委
員
会
を
通
じ
、
育
英
制
度

利
用
の
呼
び
掛
け
を
行
う
と
と
も
に
、

臨
時
の
奨
学
生
選
考
委
員
会
を
開
催
す

よだム一品英育( 1 ) 

学資給与金

79,690 

52.8% 

事業活動支出の主な内訳

発行所

ii;ii;a！漁船海難遺児育英会
干 101-0047東京都千代田区

内神田2丁目2番5号
光正ピJレ6階

電話 03(3256) 1981 
FAX 03 (3256) 1982 

E-mail:mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

水色の羽根募金運動

る等の対応を図り、昨年度末時点

でω人の遺児を奨学生として採用
した。また、2010年度より進

めてきた新公益法人制度への移行

については、本年4月1日に無事

移行登記が完了し、「公益財団法人

漁船海難遺児育英会』として新た

にスタートを切ることができた。

また、5月8日には内閣府より認

可を受け、個人からの寄附金が税

額控除制度も適用されるようにな

ったことから、今後の寄附者増加

に繋げていきたい」と述べました。

会議では、①2011年度の事業

報告（案）および収支決算（案）

について、②辞任に伴う奨学生選

考委員の補欠選任について、①評

議員および理事候補者の推薦につ

いて、④評議員会の招集に関する

件について、⑤基本財産の指定に

ついて、⑥2012年度収支予算
学 区 月額給与金 入学記念品 卒業記念品 年度末人数

幼児 2,940 21 

小学生 13,624 350 90 

中学生 24,336 1,200 85 

高校生等 35,790 1,450 101 

合 計 76,690 3,000 297 

（単位千円、 人）

普及指導費

1,564 
10%一ーーー一一ー
募金活動
1,739 

1.2% 返還事業費
257 

0.2% 

表］ 資給与聖業企墾錆

（
損
益
ベ

l
ス
）
（
案
）
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

6
月
お
日
に
は

『
2
0
1
2

年
度
第

1
回
評
議
員
会
」
が
同
ピ
ル
に

て
開
催
さ
れ
、

①
2
0
1
1
年
度
の
事

業
報
告
（
案
）
お
よ
び
収
支
決
算
（
案
）

に
つ
い
て
、

②
評
議
員
お
よ
び
理
事
の

選
任
に
つ
い
て
、

③

2
0
1
2
年
度
収

支
予
算
（
損
益
ベ

l
ス
）
（
案
）
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議

な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
奨
学
生

選
考
委
員
、
評
議
員
、
理
事
の
か
た
が

た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
回
を
も
っ

て
辞
任
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

マ
奨
学
生
選
考
委
員
｜
小
川
泰
治
氏

（
公
益
社
団
法
人
日
本
海
難
防
止
協
会

常
務
理
事
）
、
釜
石
隆
志
氏
（
全
日
本

海
員
組
合
水
産
局
水
産
部
副
部
長
補
）

マ
評
議
員
｜
黒
田
浩
利
氏
（
全
国
都
道

府
県
教
育
委
員
会
連
合
会
事
務
局
長
）
、

藤
井
照
久
氏
（
船
員
災
害
防
止
協
会
専

務
理
事
）
、
小
川
泰
治
氏
（
前
掲
）
、
釜

注1入学記念品は小・中・高等学校等入学時、卒業記念品l立中学卒業で就業す
る者を対象とする。

注2小学生の年度末人数には特別支媛学生1人を含む。

）
－
 

人
一
数
、一
人

円
一
末

干
一
度

位
一
年
型
引一時学入

21 

表4 奨学金貸与事業金額表
（単位円 ）

｝.. 三堕金
500,Q旦0且堕

4,000 

表2 奨学金貸与事業の実績

学 区 ｜月額貸与金

大学生等

表3 学資給与事業金額表

12,900 

石
隆
志
氏
（
前
掲
）

マ
理
事
｜
及
川
良

一

長
協
会
会
長
）

※
順
不
同

（
全
国
高
等
学
校

学 区I月額貸与金
大学生等｜ 50,000 

。20
1
1
年
度
事
業
概
要

昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

よ
り
、
経
済
情
勢
の
不
安
定
な
中
、
海

難
遺
児
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
事
業
活
動
収
入
は
、
金
利
低
下

に
伴
う
基
本
財
産
運
用
収
入
が
減
少
し

た
も
の
の
、
寄
附
金
収
入
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

一
方
、
事
業
活
動
支
出
は
、
震
災
遺

児

ω人
を
新
た
に
奨
学
生
と
し
て
採
用

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
奨
学
金
の
支
出
が

大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
普
及
指
導

費
等
が
減
少
し
た
乙
と
か
ら
ほ
ぼ
計
画

通
り
と
な
り
、
事
業
活
動
収
支
差
額
で

は
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

2
0
1
1
年
度
の
当
期

収
支
差
額
は

5
千

5
百
万
円
、
当
期
正

昧
財
産
増
加
額
は

3
1
百
万
円
で
、
正

昧
財
産
期
末
残
高
は
日
億
1
2
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
費
の
主
な
内
訳
を
グ
ラ
フ
と
表

に
示
し
ま
し
た
。

お知らせ
ゆび募金（募金型自動販売機）による

2012年4月末までの寄附金累計額は

400,844円です。
ご協力ありがとうございました。

※ゆぴ募金に関するお問い合わせは事務局まで

2
0
1
2年
度

第

1
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

5
月
刊
日
、

「
2

0
1
2
年
度
第
1

回
奨
学
生
選
考
委
員
会
』
が
開
催
さ
れ
、

「第
1
回
奨
学
生
出
願
者
（
4
月
お
日
締

切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生

と
し
て
幼
児
3
人
、
中
学
生

1
人
、
高

校
生
等
2
人
の
合
計
6
人
が
、
貸
与
奨

学
生
と
し
て
大
学
生
等
ロ
人
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち

2
人
が
東
日
本
大

震
災
遺
児
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
本
会
が
採
用
し
た
震
災
遺
児
数
は

延
べ
九
人
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

6
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、

第
回
目

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

6
月
ロ
日
、
神
奈
川
県
民
ホ

l
ル
内

「
小
ホ

l
ル
」
（
横
浜
市
）
に
て

『第
位

回
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
海
苔
生
産
者
等

約
2
9
0
人
が
集
結
し
ま
し
た
。

と
の
大
会
は
、
全
国
海
苔
貝
類
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
と
浅
海
増
殖
研
究
中

央
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
年

1
回

の
浅
海
漁
民
の
祭
典
と
し
て
、
ま
た
研

修
の
場
と
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果

を
発
表
し
合
う
と
同
時
に
知
識
の
相
互

交
流
を
は
か
り
、
全
国
浅
海
漁
民
の
生

活
向
上
と
浅
海
漁
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
主
催
者
な

ら
び
に

J
F
神
奈
川
漁
連
ご
協
力
の
も

と
、
会
場
受
付
時
に
募
金
活
動
を
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま

よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

』
F

雨
の
中
、
た
く
さ
ん
の
方
が
募
金
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/i kueilくai育英会ホームページ
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（寄附金の税法上における優遇措置について ）

公益財団法人漁船海難泊児育英会への個人・法人からのご寄附は公益目的事業を支援するため

に支出される 「特定公益増進法人jへの寄附金として取り扱われ、税法上の優遇措置の対象とな

ります。

個人の寄附金に対する優遇措置は、本会が2012年5月8日付にて寄附控除制度適用の認可を得

て、従来の「所得控除Jとの選択で「税額控除Jの適用を受けることが可能となりました。

I.個人からのご寄附

1 . ［所得税］

次のいずれかの控除対象になります。

①所得控除

寄附者に特別な利主主が及ぶと認められる場合を除き、寄附金は特定寄附金に該当します。

寄附金額から 2千円を差し引いた金額が寄附者の総所得金額から控除されます。
②税額控除

寄附金額から 2千円を差しヲIPた金額に 40%を掛けた金額が、寄附者の所得税額から控除され
ます。控除額は所得税額の25%が上限額です。

年 7月 1日（平成24) よだム一品英
宮町
同

寄附（募金）のお願い

本会の育英資金は、多くの善意のかたがたから寄せられ

た寄附金で基金をっくり、その運用益で賄っております。

基金は未だ十分とはいえないため、多くの方のご協力をお

願いしております。

〈送金方法〉

郵便局および本会の指定する金融機関にお振込の際、本

会の振込用紙をご利用いただくと、振込手数料が免除され

ます。ご連絡くださればお送り致します。

〈郵便振替口座〉

口座番号： 00150-7-131175 

口座名義：公益財団法人漁船海難遺児育英会

また、ある一定期間、貸与奨学生の親代わりとなって定

期的にご支援いただく「励ましおじさん ・おばさん」への

ご加入も併せて募集しております。ご希望の方はお気軽に

お問い合わせください。

募金箱設置団体募集

漁船海難遺児を励ます全国協議会のご協力により、間伐

材を使用して作成された「海に優しい募金箱J（縦 16cm× 
横 20cm×幅 9cm／右下写真）を設置していただける団体
を募集しております。ご希望の団体はお問い合わせくださ

( 2) 

を添付

Lミずれの控除も対象となる寄附金額は総所得金額の40%が限度で、税務署での確定申告が必要
です。また、控除される額がどちらが多いかについては、個人の総所得金額によって変わります。

詳しくは税務署でお尋ねください。

控除申告の際は、本会発行の領収証・税額控除証明書の写し（税額控除の場合に使用）

してください。

2. ［個人住民税］

①各都道府県 ・市区町村が条例で指定した団体への寄附金が、個人住民税の寄附金控除の対象に

なります。

全国一律ではなく各自治体の指定団体でないと対象となりません。

②寄附金額から 2千円を差し引いた額の、都道府県指定の場合は4%、市区町村指定の場合は6%
が個人住民税の税額控除です。

①所得税の確定申告の際に個人住民税の寄附金控除も合わせて申告できます。上限額は総所得金

額の30%までです。
④各地方自治体で条件が異なりますので、ご確認してください。

II .法人からのご寄附

法人が本会へ寄附をされた場合、寄附金の額または、 一般の寄附金の損金算入限度額と別枠で

算出した特定公益増進法人に対する損金算入限度額を合わせた額の、いずれか少ない金額を損金

に算入することができます。

損金算入限度額は、その法人の資本や所得の金額によって異なります。詳しくは所轄の税務署

等にお問い合わせください。

（所得金額×2.5%)I 114 ＋ 

1 . ［一般の寄附金の損金算入限度額］

①資本金等を有する法人

｜（資本金等の額×当期の月数／12×0.25%)

②資本金等を有しない法人

所得金額× 1.25%

×1/2 ＋（所得金額×6.25%)1

2. ［特定公益増進法人等に対する寄附金の損金算入限度額］

①資本金等を有する法人

｜（資本金等の額×当期の月数／12×0.375%)

②資本金等を有しない法人

所得金額× 6.25%

［お問い合わせ先］

干101-0047

東京都千代田区内神田2-2-5 光正ピル6階

公益財団法人漁船海難遺児育英会

TEL:03 (3256) 1981 

FAX:03 (3256) 1982 

E-mail : mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

＊
息
子
は
希
望
の
高
校
に
入
学
で
き
、

と
て
も
元
気
で
す
。

（
宮
城
県
小
山
）

＊
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
主
人
が
亡
く
な
っ
た
時
は
幼

か
っ
た
息
子
も
、
主
人
の
母
校
で
あ
る

水
産
高
校
に
入
学
が
決
ま
り
、
希
望
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
山
形
県
山
楯
）

＊
下
の
娘
は
、

残
念
な
が
ら
第
1
志
望

の
高
校
に
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
気
持
ち
を
切
り
か
え
て
が
ん
ば

っ

た
（
1
6
1
0
年
1
1
6
8
2
年
の

・

大
火
で
焼
失
す
る
ま
で
）
と
伝
え
ら

・

れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
敷
地
内
に

・

祭
ら
れ
て
い
た
佐
竹
稲
荷
神
社
が
現

在
も
西
口
通
り
に
存
在
す
る
と
い
う

一

縁
か
ら
、
湯
沢
と
神
田
が
共
催
で
関

口

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

・

今
年
の
七
夕
は
神
田
西
口
商
店
街
す
。
開
催
中
は
湯
沢
の
物
産
直
売
会
・
・

・
で
「
七
夕
絵
ど
う
ろ
う
祭
り
」
が
関
西
馬
音
内
盆
踊
り

・
南
家
太
鼓
の
披

一

催
（
2
年
に

一
度
）
さ
れ
、
と
て
も
露
や
は
し
ご
酒
ラ
リ
ー
な
ど
が
実
施

・
華
や
か
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
さ
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
活
気
に
満

一

は
も
と
も
と
、
秋
田
県
湯
沢
市
の
歴
ち
あ
ふ
れ
た
通
り
に
な
る
の
で
す
。

史
が
あ
る
お
祭
り
だ
そ
う
で
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
お
祭
り
の
雰

・

な
ぜ
、
秋
田
の
お
祭
り
が
東
京
神
囲
気
は
い
い
も
の
で

P
つ
い
つ
い
笑

・

田
の
商
店
街
で
開
催
さ
れ
て
い
る
顔
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

か

、

ご

説

明

致

し

ま

す

と

：

・

さ

あ

1
こ
れ
か
ら
夏
も
本
番
で

そ
の
昔
、
秋
田
を
治
め
て
い
た
佐
す
。
皆
さ
ん
は
、
地
元
の
お
祭
り
を

一

竹
藩
の
江
戸
上
屋
敷
が
神
田
に
あ
っ

楽

し
ん
で
い
ま
す
か
？

て
通

っ
て
い
ま
す
。
大
学
生
に
な
っ
た

上
の
娘
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

（
千
葉
県
井
原
）

＊
奨
学
金
を
長
き
に
わ
た
り
頂
い
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
希
望
す
る
高
等
学
校
に
入
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
息
子
に
は
、

3

年
間
の
高
校
生
活
を
精
い
っ
ぱ
い
歩
ん

で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
山
口
県
津
田
）

＊
高
校
に
入
学
し
た
娘
は
、
勉
強
に
、

部
活
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

（
愛
媛
県
稲
井
）

＊
長
年
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
二
男
も
や
っ
と
高
校
を
卒
業
と
な

り
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
社
会
に
出
る

こ
と
が
で
き
、
大
人
へ
と
歩
み
は
じ
め

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
愛
媛
県
河
野
）

＊
娘
も
無
事
に
大
学
に
入
学
し
、
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
こ
と
ば

か
り
で
大
変
な
毎
日
の
よ
う
で
す
が
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
愛
媛
県
吉
森
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
長
男
は
高
3
、
娘
は

高
ー
に
な
り
ま
し
た
。
義
務
教
育
が
終

わ
り
、
高
校
生

2
人
、
教
育
費
も
今
ま

で
よ
り
多
く
な
り
ま
す
が
、
奨
学
金
の

お
か
げ
で
心
配
な
く
教
育
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
福
岡
県
佐
藤
）

＊
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
子
供
も
高
校

2
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
元
気
に

学
校
に
行
っ
て
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
長
崎
県
潰
口
）

＊
末
の
息
子
も
今
年
高
校
を
卒
業
し
、

漁船海難遺児 の羽根募金水色!! 手をの愛
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無
事
に
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
、

3
人
の
息
子
を
ど
う
に
か

社
会
に
送
り
出
せ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
日
年
前
、
主
人
が
他
界
し
、
こ
の

先
ど
う
し
て
い
い
の
か
悩
み
、
心
細
く

な
る
と
き
、
ど
れ
だ
け
皆
さ
ま
の
支
援

が
心
強
か
っ
た
こ
と
か
。
本
当
に
長
い

あ
い
だ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
熊
本
県
曽
方
）

年 7月 1日

「
桜
の
季
節
に
出
港
し
」

開
花
の
遅
れ
て
い
た
桜
も
咲
き
始

め
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
た

2
月
の
気

温
ま
で
下
が
り
、
風
が
冷
た
く
感
じ

た

4
月
の
初
め
、
無
事
高
校
を
卒
業

し
た
わ
が
家
の
二
女
は
、
真
新
し
い

ス
l
ツ
に
身
を
包
み
、
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
市
内
の
看
護
専
門
学
校

の
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

父
を
亡
く
し
た
時
は
小
学
校

4
年

生
で
、
中
学
、
高
校
へ
と
進
ん
だ
後

も
お
そ
ら
く
進
学
を
希
望
す
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
将
来
、
そ

の
願
い
を
叶
え
さ
せ
て
あ
げ
る
た
め

に
は
、
海
難
遺
児
の
奨
学
生
と
し
て

頂
け
る
大
切
な
給
付
金
を
学
費
に
充

て
よ
う
と
何
と
か
手
を
付
け
ず
に
貯

め
て
き
ま
し
た
。
娘
の
方
も
そ
れ
が

分
か
っ
て
い
る
の
で
、
高
校
生
な
ら

当
た
り
前
と
し
て
持
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
携
帯
電
話
も
持
た
せ
ず
、
辛
い

思
い
も
い
っ
ば
い
し
た
で
し
ょ
う
が
、

節
約
に
努
め
ま
し
た
。
進
学
先
も
少

し
で
も
授
業
料
の
安
い
学
校
を
選
び
、

合
格
す
る
た
め
に
勉
強
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
第

1
志
望

へ
の
入
学
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
喜
び
の
日
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
今
ま
で
支
え
助
け
て
い
た
だ

い
た
周
り
の
か
た
が
た
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
育
英
会
か
ら
長
年
支
援
し

よだム一A英育( 3) 

奨
学
生
か
ら
の
お
便
り

＊
第
1
志
望
の
高
校
に
合
格
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
文

武
両
道
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
宮
城
県
高
1

小
野
寺
）

＊
3
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

私
共
だ
け
で
は
決
し
て
娘
の
希
望
通

り
の
道
を
進
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
名
前
も
顔
も
存
じ
な

い
か
た
が
た
の
温
か
い
ご
寄
附
に
よ

り
1
人
の
子
供
が
夢
を
諦
め
ず
に
歩

め
る
と
い
う
こ
と
に
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

世
間
知
ら
ず
の
娘
に
と
っ
て
は
親

元
を
離
れ
て
の
学
生
生
活
は
不
安
と

期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
し
よ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
体
験
を
し

て
い
く
中
で
、

辛
く
く
じ
け
そ
う
な

時
が
あ
っ
て
も
、
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
か
た
が
た
へ
の
恩
返
し
と
社

会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
頑

張

っ
て
看
護
師
へ
の
夢
を
実
現
し
て

く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

3
年
後
に
は
良
い
報
告
が
で
き
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
娘
の
自
立
を
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

兵
庫
県
大
角

（
茨
城
県
高
卒
小
松
）

＊
お
か
げ
さ
ま
で
、
第
1
志
望
の
短
大

に
入
学
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

2
年
間
、

一
生
懸
命
勉
強
し
、
立
派
な
保
育
士
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
新
潟
県
高
卒
石
山
）

＊
4
月
よ
り
新
社
会
人
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
貴
会
を
は
じ
め
、

今
ま
で
私
た
ち
家
族
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を

胸
に
力
を
つ
け
、
社
会
に
、
人
に
尽
く

せ
る
人
材
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
す
。

支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
徳
島
県
大
卒
島
尾
）

附
者
か
ら
の
お
便
り

＊
津
波
で
受
け
た
災
害
も
、
ま
だ
ま
だ

未
解
決
が
多
い
の
に
、
次
に
進
も
う
と

し
て
い
る
日
本
の
行
き
つ
く
先
、
光
が

あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
（
埼
玉
県

松
本
）

※
各
お
便
り
と
も
順
不
同
、
敬
称
略

蓑 ｜育
E 英

明 f基

量a金
附

の
お
礼

2
0
1
2
年
3
月
か
ら

5
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を

掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

1
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔

3
月〕

O
北
海
道

マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク

推
進
委
員
全
道
大
会
演
芸
会
マ
北
海
道

定
置
青
年
研
究
会
マ
地
励
協

O
青
森
県

マ
蜘
ホ
リ
エ
イ
マ
三
沢
市
漁
協
小
型
船

部
会

O
岩
手
県
マ
沿
岸
広
域
振
興
局
水

産
部
マ
釜
石
市
水
産
課
マ
岩
手
県
漁
業

共
済
組
合
マ
岩
手
県
漁
業
信
用
基
金
協

会
マ
岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
マ
岩
手
県

漁
船
保
険
組
合
マ
岩
手
県
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー

マ
岩
手
県
庁
農
林
水
産
部
マ
岩

手
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

7
月
日
日
か
ら
紅
白
ま
で
の
日
日

問、

『全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
』
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
各
地
で

官
民

一
体
と
な
り
、
海
事
関
係
者
だ
け

で
な
く
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
海
難
防

止
へ
の
理
解
と
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

こ
う
と
行
わ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、

岩
手
県
立
久
慈
東
高
等
学
校
マ
岩
手
県

立
宮
古
水
産
高
等
学
校
食
品
家
政
科
食

品
管
理
係
マ
岩
泉
町
役
場
マ
久
慈
市
水

産
振
興
協
議
会
マ
宮
古
市
役
所
水
産
課

マ
県
北
広
域
振
興
局
水
産
部
マ
山
田
町

役
場
マ
J
F
共
水
連
岩
手
支
店
マ
大
船

渡
市
役
所
マ
田
野
畑
村
役
場
マ
洋
野
町

役
場
マ
地
励
協

O
山
形
県
マ
地
励
協

O

千
葉
県
マ
小
川
満

O
東
京
都
マ
J
F
全

次
の

2
つ
を
海
難
防
止
対
策
の
重
点
事

項
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人

一
人
が
周
り
へ
の
注
意
と
安
全

航
行
を
心
掛
け
、
海
難
事
故
を
無
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

重
点
事
項
1

見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

〈衝
突
海
難
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

①
船
舶
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促

国
女
性
連

O
神
奈
川
県
マ
地
励
協

O
新

潟
県
マ
地
励
協

O
福
井
県
マ
地
励
協

O

三
重
県
マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
み
え
桑
名
出

張
所
マ
み
え
ぎ
よ
れ
ん
販
売
鮒
マ
側
ブ

ル
l
フ
ィ
ン
三
重
マ
桑
名
市
農
林
水
産

課
マ
働
三
重
県
水
産
振
興
事
業
団
マ
三

重
県
伊
勢
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所

マ
三
重
県
熊
野
市
役
所
水
産
商
工
振
興

課
マ
三
重
県
紀
北
町
役
場
マ
三
重
県
志

進
重
点
事
項
2

小
型
船
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
l
ト
、
漁

船
、
遊
漁
船
）
の
安
全
対
策
の
徹
底

〈小
型
船
の
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
発
航
前
点
検
の
徹
底

①
航
行
中
の
み
な
ら
ず
操
業
・
作
業
中

も
含
め
た
見
張
り
徹
底

①
気
象

・
海
象
情
報
の
入
手

④
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
等
自
己
救

命
策
の
確
保

置主櫨／濁上程冒庁 ｛公鉛日本海軍防止圃会 （財）調上保安温壷
・聾置／総務省文部科学歯水量庁盟主交通省海蔵書事脂質怠庁連．安全量員会 （公剣）臼窓淘事センター
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摩
市
役
所
水
産
課
マ
三
重
県
松
阪
市
農

林
水
産
部
マ
三
重
県
鳥
羽
市
マ
三
重
県

明
和
町
マ
三
重
県
鈴
鹿
市
農
林
水
産
課

マ
三
重
県
伊
勢
市
産
業
観
光
部
農
林
水

産
課
マ
三
重
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ

三
重
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

マ
三
重
県

水
産
研
究
所

・
尾
鷲
水
産
研
究
室
マ
三

重
県
津
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所
マ

三
重
県
農
水
商
工
部
水
産
基
盤
室

・
水

産
経
営
室
双
三
重
県
農
林
水
産
部
水
産

資
源
室
マ
三
重
県
尾
鷲
農
林
水
産
商
工

環
境
事
務
所
マ
三
重
県
尾
鷲
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー

マ
三
重
県
冷
蔵
倉
庫
協
会
マ

三
重
県
冷
凍
設
備
保
安
協
会

マ
四
日

市
海
上
保
安
部
マ

J
F
共
水
連
三
重
県

事
務
所
マ
鳥
羽
海
上
保
安
部

・
浜
島
分

室
マ
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
マ
藤
原

隆
仁
マ
尾
鷲
海
上
保
安
部
マ
武
士
垣
外

宗
雄
｜
香
典
返
し
に
代
え
て

マ
油
利
木

一
三
マ
潰
口
莞
治
マ
地
励
協

O
京
都
府

マ
地
励
協

O
和
歌
山
県
マ
ま
ぐ
ろ
祭
り

実
行
委
員
会
マ
勝
浦
漁
協
女
性
部
マ
嶋

洋

一
マ
由
良
町
漁
協
女
性
部
マ
地
励
協

O
島
根
県
マ
地
励
協

O
山
口
県
マ
島
田

俊
平
マ
藤
中
伸
夫
マ
地
励
協

O
徳
島
県

マ
映
画
「
奇
跡
の
海
」
阿
南
市
上
映
実

行
委
員
会
マ
地
励
協

O
愛
媛
県
マ
愛
媛

県
青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
マ
パ
l
ル

フ
ェ
ア

マ
地
励
協

O
高
知
県
マ
地
励
協

O
佐
賀
有
明
マ
佐
賀
県
有
明
海
漁
協
青

年
部

O
大
分
県
マ
佐
伯
市
役
所

O
熊
本

県
マ
牛
深
町
鯵
つ
り
組
合
｜
解
散
に
よ

る

O
鹿
児
島
県
マ
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同
友

会
マ
中
渡
瀬
孝
志

マ
北
さ
つ
ま
漁
業
協

同
組
合
長
島
支
所
青
壮
年
部
マ
鹿
児
島

県
漁
協
女
性
部
連
合
会
マ
地
励
協

O
沖

縄
県
マ
地
励
協

〔

4
月〕

O
北
海
道

マ
佐
藤
守

O
京
都

府
マ
福
井
雅
之

O
兵
庫
県
マ
地
励
協

〔

5
月〕

O
秋
田
県
マ
地
励
協

O
京
都

府
マ
地
励
協

O
大
阪
府
マ
地
励
協

O
山

口
県
マ
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

。
愛
媛
県
マ
佐
々
木
光
昭

O
長
崎
県
マ

年 7月 1日（平成24) よだム
冨英育( 4) 

な
が
さ
き
軽
ト
ラ
朝
市
実
行
委
員
会
マ

金
田
典
久
｜
香
典
返
し

マ
原
晴
子
｜
香

典
返
し

マ
山
口
文
生
｜
香
典
返
し

マ
竹

村
春
人

l
香
典
返
し

マ
長
崎
市
茂
木
漁

協
女
性
部
マ
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委

員
会
マ
楠
本
哲
儀

l
香
典
返
し

マ
地
励

協2
、
一
般
募
金

〔

3
月〕

O
北
海
道
マ
伊
藤
漁
業
側
マ
鹿

部
水
産
加
工
業
協
同
組
合
青
年
部

O
青

森
県
マ
大
山
チ
セ

O
岩
手
県
マ
岩
手
県

立
宮
古
水
産
高
等
学
校
生
徒
会

O
宮
城

県
マ
附
鈴
木
漁
業
マ
国
土
交
通
省
東
北

運
輸
局
マ
仙
台
漁
業
調
整
事
務
所
「
碧

波
会
」

O
茨
城
県
マ
蜘
藤
村

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O
千
葉
県
マ

飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
ニ
チ
レ
イ
ふ
れ

あ
い
基
金
マ
マ
リ
ナ
l
ズ
コ

l
ト
東
京

蜘
マ
リ
コ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

マ
附
全
国
底

曳
網
漁
業
連
合
会
マ
榎
本
み
つ
枝
マ
側

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
ダ
ス

マ

蜘
ト
ー
タ
ル
ウ
ェ
ル

マ
鮒
日
本
政
策
金

融
公
庫
役
職
員

一
同
マ
三
水
会
マ
水
産

庁
増
殖
推
進
部
研
究
指
導
課
マ
石
崎
三

輪
子
マ
全
国
青
年

・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
募
金

O
静
岡
県
マ
静
岡
県
立
焼
津

水
産
高
等
学
校

O
三
重
県
マ
中
谷
泰
江

（
光
雄
）

｜
香
典
、
亡
き
ご
主
人
の
遺

志
に
よ
る

O
兵
庫
県
マ
瀬
戸
内
海
漁
業

調
整
事
務
所
。
奈
良
県
マ
側
南
都
水
産

。
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
熊
本
県
マ
南

九
州
ビ
パ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
蜘
｜
自
販

機
売
上
金
の

一
部

O
鹿
児
島
県
マ
い
ぶ

す
き
山
川
港
特
産
市
場
マ
冨
元
小
松

〔

4
月〕

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

O
千

葉
県
マ
飯
村
久
子
。
東
京
都
マ
梶
浦
富

子

O
神
奈
川
県
マ
三
浦
市
観
光
協
会
食

の
神
祭
実
行
委
員
会
マ
山
中
政
志
マ
太

田
蓉
子

O
新
潟
県
マ
石
添

一
儀
。
富
山

県
マ
布
目
久
幸
。
山
梨
県
マ
佐
藤

一
江

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
熊
本
県
マ
南

九
州
ビ
パ
レ

ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
掛
｜
自
販

機
売
上
金
の

一
部

O
鹿
児
島
県
マ
南
九

州
コ
カ
・
コ

l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
附
加
世

田
営
業
所
マ
冨
元
小
松

O
沖
縄
県
マ
内

閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部

〔

5
月〕

O
宮
城
県

マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
東
北
区
水
産
研
究
所
塩
釜

庁
舎
（
本
所
）

O
福
島
県
マ
福
島
県
連

合
機
関
士
会

・
全
日
海
小
名
浜
支
部
経

由

l
解
散
に
よ
る
清
算
金

O
埼
玉
県
マ

小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O
千
葉
県
マ
飯

村
久
子

O
東
京
都
マ
梶
浦
富
子
マ
例
日

韓

・
日
中
新
協
定
対
策
漁
業
振
興
財
団

マ
森
山
春
美
｜
香
典
返
し
の

一
部
マ
石

崎
三
輪
子
。
神
奈
川
県
マ
側
中
冷

O
静

岡
県
マ
小
山
光
雄

O
京
都
府
マ
水
産
海

洋
学
会

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
熊
本
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数生
品，..』
イ」奨Bリ県府道者E

県
マ
南
九
州
ビ
パ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
蜘

｜
自
販
機
売
上
金
の

一
部

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

証
国
5
月
日
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
観

音
崎
公
園
内
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
て
、

公
益
財
団
法
人
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

主
催
に
よ
る

『第
必
回
戦
没

・
殉
職
船

員
追
悼
式
』
が
行
わ
れ
、
本
会
を
代
表

し
、
梶
山
事
務
局
次
長
が
参
列
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、

6
月
日
日
に
は
、
和
歌
山
県

高
野
山
「
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰

霊
塔
」
で
行
わ
れ
た

J
F
兵
庫
漁
連
主

催
の

「第
幻
回
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合

同
供
養
祭
」
に
、
大
野
事
務
局
長
が
代

表
で
参
列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。編

集

後

記

V
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
明
け
る
と
、

奨
学
生
の
皆
さ
ん
が
大
好
き
な
夏
休
み

が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。
遊
ぶ
計
画
で

い
っ
ぱ
い
の
人
も
、
大
会
に
向
け
て
部

活
三
味
の
人
も
、
受
験
勉
強
に
励
む
人

も
皆
、
身
体
に
気
を
付
け
て
、

一
日

一

日
を
大
切
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

V
さ

て
、
い
よ
い
よ
今
月
末
に
、
本
会
に
と
っ

て
2
回
目
と
な
る
「
奨
学
生
・
保
護
者

交
流
活
動
｜

2
0
1
2
ふ
れ
あ
い
旅

行
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
全

国
か
ら
日
世
帯
お
名
の
ご
家
族
が
参
加

さ
れ
る
予
定
で
、

3
日
間
寝
食
を
と
も

に
し
な
が
ら
東
京
近
郊
の
名
所
を
巡
り

ま
す
。
前
回
同
様
、
こ
の
旅
行
の
企
画

運
営
を
し
て
く
だ
さ
る
「
ワ
ン
パ
ク
大

学
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
が
た
と

一
緒

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
日
ま

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね

P
（

M
）
 

＊給与奨学生には特別支援学生を、貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に含まない。

*2012年度第I回採用者は内数である。

羽根募金の水色! ! 手をの漁船海難遺児に愛

給与奨学生 貸与奨学生 2012年度第l回採用者

都道府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小百十 大学生等 幼児 小学生 中学生 高校生等 大学生等

北海 道 5 10 16 31 6 37 2 2 

青 森 2 3 6 11 12 

岩 手 2 7 10 8 27 27 

宮 城 4 10 13 15 42 1 43 1 1 2 

秋 田

山 形 1 1 

福 島 3 17 5 6 31 31 1 1 

茨 城

千 葉 1 2 3 2 8 5 13 3 3 

東 京 2 2 2 4 1 

神 奈 ）｜｜ 2 2 5 1 1 2 

新 潟 1 2 2 

富 山

石 )II 2 4 4 

岡 2 2 1 3 

愛 知

福 弁 1 2 2 

重

尽 都 1 

大 阪

兵 庫 4 2 6 2 8 

和 歌 山

，鳥 取 1 2 2 1 1 

島 根 3 3 3 

岡 山 1 2 2 

広 島 1 1 2 2 

山 口 3 2 5 6 

徳 島 2 3 

香 ！｜｜ 1 1 3 3 

愛 媛 2 3 5 10 1 11 1 1 

高 知 3 3 2 2 

福 岡 1 5 6 6 

福岡有明海 2 1 3 3 

佐賀玄海 4 5 5 

佐賀有明海

長 崎 2 6 2 6 16 16 

大 分 2 3 3 

本 4 4 4 

宮 崎 3 2 2 7 8 

鹿 児 島 1 5 3 3 12 12 1 1 2 

沖 縄 1 2 3 6 3 9 1 1 

ぷ口弘、 計 15 80 74 97 266 29 295 3 1 2 12 18 




